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第
１
章　

近
世
以
前
の
登
別

第
１
節　

旧
石
器
時
代
か
ら
中
世
ま
で
の
登
別

人
類
の
活
動
が
確
実
に
確
認
さ
れ
る
時
期
は
、
日
本
列
島
で
は

約
４
万
年
前
の
後
期
旧
石
器
時
代
で
、
北
海
道
内
で
は
約
３
万

年
前
（
較
正
年
代
）
注
１
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
は
、
最
終
氷
期
の
中
で
は
温
暖
な

時
期
と
さ
れ
て
お
り
、
道
内
各
地
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
約
２
万
５
千
年
前
に
な
る
と
最
終
氷
期
最
寒
冷
期
を
迎
え
、
北
海
道
の

年
平
均
気
温
は
現
在
よ
り
７
〜
10
度
低
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
当
時
の
環
境
は
、
サ
ハ

リ
ン
北
部
〜
中
部
に
相
当
す
る
。
こ
の
時
代
、
石
刃
石
器
群
や
細
石
刃
石
器
群
な
ど

北
方
系
要
素
の
強
い
石
器
群
が
広
く
分
布
す
る
こ
と
と
な
り
、
大
陸
方
面
か
ら
人
々

が
移
動
し
て
き
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
北
沢
・
平
成
28
年
）。
本
市
で
は
、

旧
石
器
文
化
期
の
活
動
痕
跡
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
後
、
約
１
万
６
千
年
前
に
縄
文
文
化
（
草
創
期
）
が
は
じ

ま
り
、
道
内
に
お
い
て
は
１
万
４
千
年
前
の
帯
広
市
大
正
３
遺

跡
が
こ
の
時
期
に
相
当
す
る
が
、こ
の
土
器
文
化
は
定
着
す
る
こ
と
は
な
く
（
北
沢
・

平
成
30
年
）、
本
市
に
お
い
て
も
、
人
々
の
動
き
を
見
る
に
は
縄
文
文
化
早
期
ま
で

待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

地
球
は
、
約
８
６
０
０
年
前
に
温
暖
期
を
迎
え
、
約
８
千
年
前
か
ら
６
千
年
前
ま

で
の
頃
は
最
温
暖
期
と
な
っ
た
。地
球
の
気
温
は
現
在
よ
り
も
２
〜
３
度
高
く
な
り
、

海
水
準
も
急
激
に
上
昇
し
た
。
こ
の
頃
の
海
水
準
は
、
現
在
よ
り
も
３
〜
５
㍍
高
く

な
っ
た
。
こ
の
現
象
は
「
縄
文
海
進
」
と
呼
ば
れ
、
海
岸
線
が
現
在
よ
り
も
内
陸
側

に
入
り
込
ん
だ
。

　

本
市
内
で
人
々
の
動
き
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、「
縄
文
海
進
」
が
起
こ
っ

て
い
た
時
期
と
重
な
る
縄
文
文
化
早
期
の
頃
と
な
る
。

　

縄
文
文
化
早
期
（
１
万
〜
６
千
年
前
）
は
、
市
内
で
は
川
上
Ｂ
遺
跡
、
キ
ウ
シ
ト

遺
跡
、
ウ
キ
シ
マ
ニ
シ
ト
１
遺
跡
、
ウ
キ
シ
マ
ニ
シ
ト
２
遺
跡
、
シ
ン
ノ
シ
ケ
ウ
ン

オ
カ
シ
ペ
ツ
遺
跡
、シ
ン
ケ
プ
シ
ニ
ナ
ル
カ
遺
跡
な
ど
が
あ
る
。
川
上
Ｂ
遺
跡
で
は
、

竪
穴
建
物
跡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
集
落
と
し
て
人
々
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
北
東
部
ま
で
分
布
が
及
ぶ
「
石せ
き

刃じ
ん

鏃ぞ
く

」
が
出
土
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
期
旧
石
器
時
代
に
見
ら
れ
る
石
器
製
作
技
術
を
用
い
て
製
作

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

縄
文
文
化
早
期
に
次
ぐ
前
期
（
６
千
〜
５
千
年
前
）
に
は
、
鷲
別
１
遺
跡
注
２
で

市
内
唯
一
の
貝
塚
が
見
つ
か
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
で
は
あ
ま
り
多
く
の
痕
跡
は

見
ら
れ
な
い
。
鷲
別
１
遺
跡
の
範
囲
は
、
海
岸
線
か
ら
突
き
出
た
鷲
別
神
社
の
あ

る
小
山
の
中
腹
か
ら
、
標
高
の
低
い
平
坦
地
に
か
け
て
広
が
っ
て
い
る
。
昭
和
35

（
１
９
６
０
）
年
か
ら
36
年
に
か

け
て
行
わ
れ
た
室
蘭
大
谷
高
等

学
校
に
よ
る
発
掘
で
は
、
竪
穴

建
物
跡
や
墓
、
貝
塚
な
ど
が
発

見
さ
れ
て
お
り
、
人
々
が
こ
の

場
所
で
生
活
し
て
い
た
様
子
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
（
室
蘭
大

谷
高
等
学
校
編
・
昭
和
35
・
36

　

旧
石
器
文
化

　

縄
文
文
化

北方文化との関連性がある石刃鏃
川上 B 遺跡で出土した黒曜石製の石刃鏃
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年
）（
室
蘭
大
谷
高
等
学
校
編
・
昭
和
36
年　

図
表
１-

１-

１
）。

　

貝
塚
か
ら
は
、
当

時
食
料
と
し
て
獲
得

し
た
ク
ジ
ラ
、
イ
ル

カ
、
ア
ザ
ラ
シ
、
シ

カ
、
カ
キ
、
ハ
マ
グ

リ
、
ア
サ
リ
、
ホ
タ

テ
、
ホ
ッ
キ
な
ど

様
々
な
動
物
骨
や
貝

殻
が
出
土
し
て
い

る
。
同
時
期
の
貝
塚

は
、
全
国
で
発
見
さ

れ
て
い
る
が
、
北
海

道
の
縄
文
文
化
は
本

州
方
面
と
異
な
る
食

生
活
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
炭
素
・
窒
素
同
位
体
分
析
注
３
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
（
南
川
・
平
成
10
年
）（
図

表
１-

１-

２
）。
北
海
道
の
縄
文
人
は
、
食
料
の
８
割
ほ
ど
を
海
産
大
型
動
物
や
魚

介
類
で
占
め
て
お
り
、
残
り
は
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
陸
上
動
物
、
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
堅

果
類
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
東
北
や
関
東
で
の
海
産
物
の
占
め
る
割
合
が
３
割
未
満

で
あ
る
の
と
比
べ
、北
海
道
で
は
、圧
倒
的
に
海
産
資
源
に
特
化
し
た
食
生
活
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
、
近
世
ア
イ
ヌ
民
族
に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
は
共
通
し
て
い
る
。

　

貝
塚
は
、当
時
の
食
生
活
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、

近
年
は
経
済
的
な
視
点
に
加
え
、
精
神
世
界
に
お
け
る
「
人
」
と
「
人
が
利
用
す
る

動
植
物
等
」
の
関
係
性
と
い
う
、
縄
文
文
化

の
精
神
世
界
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
お
り

（
大
島
・
平
成
13
年
）、
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。

　

中
期
（
５
千
〜
４
千
年
前
）
に
な
る
と
寒

冷
化
が
は
じ
ま
る
。
市
内
の
遺
跡
数
は
最
大

と
な
り
、
全
国
的
に
も
同
様
の
傾
向
が
あ
る
。

千
歳
６
遺
跡
、
川
上
B
遺
跡
、
富
岸
川
右
岸

遺
跡
な
ど
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

時
期
に
竪
穴
建
物
跡
が
多
数
発
見
さ
れ
、
集

落
を
形
成
し
て
多
く
の
人
々
が
生
活
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
富
岸
川
右
岸

遺
跡
で
は
、
竪
穴
建
物
跡
が
見
つ
か
っ
て
は

い
る
も
の
の
、
３
７
９
基
も
の
シ
カ
を
獲
る

た
め
の
落
と
し
穴
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
居

住
地
で
は
な
く
、
罠わ
な

猟
の
た
め
の
狩
猟
場
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
っ
て
き

た
（
登
別
市
教
育
委
員
会
・
平
成
26
年
）。

　

寒
冷
化
の
進
ん
だ
後
期
（
４
千
〜
３
千
年

前
）
に
は
、
遺
跡
の
数
が
減
少
し
て
く
る
。

川
上
Ｂ
遺
跡
、
千
歳
５
遺
跡
で
の
調
査
か
ら
、

注
口
土
器
、
青
竜
刀
型
石
器
、
石
棒
な
ど
、

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
、
特
殊
な
祭
祀
用
と

考
え
ら
れ
る
道
具
が
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
道
内
の
遺
跡
で
は
、
北
海
道
で
は
産
出

1009080706050403020100

北海道縄文人

北海道続縄文人

近世アイヌ

関東・東北縄文人

内陸部縄文人（寄倉、北村）

瀬戸内縄文人（津雲）

九州縄文人（轟）

Ｃ３植物
（コメ、ムギ、堅果類など多くの食用植物）

Ｃ４植物
（トウモロコシ、ヒエ、アワなど）

陸上動物
魚介類
海産大型動物

図表1-1-2　炭素・窒素同位体比による食物利用構成（南川1998図改）　

図表1-1-1　鷲別１遺跡で発掘された竪穴建物跡
　　　　　（室蘭大谷高等学校編1961）　
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し
な
い
ヒ
ス
イ
や
、
生
息
し
て
い
な
い
イ
ノ
シ
シ
の
骨
な
ど
、
本
州
と
の
関
わ
り
に

よ
り
入
手
し
た
も
の
の
発
見
も
非
常
に
多
く
な
り
、
土
器
の
文
様
な
ど
の
文
化
要
素

も
広
域
に
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

　

晩
期
（
３
千
〜
２
千
３
０
０
年
前
）
に

は
、
ほ
と
ん
ど
生
活
の
跡
が
見
ら
れ
な

く
な
る
が
、
川
上
Ａ
遺
跡
か
ら
は
、
多

数
の
土
器
と
土
偶
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

川
上
Ａ
遺
跡
は
、
正
式
な
調
査
が
さ
れ

て
い
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

縄
文
文
化
晩
期
か
ら
続
縄
文
文
化
前
期

（
２
千
３
０
０
〜
１
千
７
０
０
年
前
）
に

か
け
て
の
生
活
跡
と
想
定
さ
れ
、
縄
文
晩

期
末
と
さ
れ
る
土
偶
の
頭
部
が
発
見
さ
れ
て
い
る
（
菅
野
・
平
成
22
年
）
注
４

。

縄文文化中期の村（千歳６遺跡）

儀式用の道具が発見された千歳５遺跡千歳５遺跡から発見された儀礼道具の注口土器

縄文文化のシカを捕るための罠猟・落とし穴

川上Ａ遺跡で発見された土偶の頭部（菅野2010）
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本
州
に
お
い
て
は
、
稲
作
を
行
う
弥
生
文
化
が
縄
文
文
化
の
後

に
な
る
が
、
北
海
道
の
場
合
は
、
稲
作
を
行
う
た
め
の
水
田
跡

が
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
縄
文
文
化
か
ら
続
く
狩
猟
採
集
を
主
と
し
た
生
活
の
「
続

縄
文
文
化
期
」（
２
千
３
０
０
〜
１
千
４
０
０
年
前
）
に
な
る
。
こ
の
時
期
の
遺
跡

と
し
て
、鷲
別
１
遺
跡
や
キ
ウ
シ
ト
遺
跡
な
ど
か
ら
土
器
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、

遺
跡
数
と
し
て
は
少
な
い
。
人
々
の
生
活
地
は
時
代
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
台

地
を
多
く
利
用
す
る
縄
文
文
化
期
に
比
べ
、
続
縄
文
文
化
期
以
降
の
遺
跡
は
低
地
に

多
く
、
本
市
内
の
低
地
は
早
く
に
開
発
が
進
ん
だ
こ
と
が
、
発
見
の
少
な
い
要
因
の

一
つ
と
言
え
る
。

　

続
縄
文
文
化
期
は
、
縄
文
文
化
期
と
同
様
に
狩
猟
採
集
を
中
心
と
し
た
生
活
で
あ

り
、
交
易
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
サ
ハ
リ
ン
か
ら
の
「
コ
ハ
ク
」、
九
州
地
方

か
ら
の
「
イ
モ
ガ
イ
製
貝
輪
」、
東
北
地
方
か
ら
の
「
鉄
器
」
な
ど
が
入
手
さ
れ
た
。

特
に
続
縄
文
文
化
期
後
半
（
本
州
で
は
「
古
墳
時
代
」）
の
４
世
紀
頃
に
は
、
東
北

地
方
や
新
潟
県
で
「
続
縄
文
土
器
」
が
見
つ
か
っ
て
い
る
ほ
か
、
続
縄
文
文
化
独
特

の
形
の
墓
や
黒
曜
石
製
石
器
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
続
縄
文
人
が
集
団
で
本
州
へ
移

住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
、
鉄
な
ど
の
物
資
が
日
本
海
ル
ー
ト
で

北
陸
に
多
量
に
流
入
し
た
時
期
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
物
資
や
情
報
を
入
手
す
る

た
め
に
南
下
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
石
川
・
平
成
11
年
）。
続
縄
文
文

化
人
は
、
古
墳
社
会
の
北
方
の
最
前
線
地
帯
で
雑
居
し
な
が
ら
交
易
活
動
に
あ
た
っ

て
お
り
、
こ
の
時
期
に
本
州
社
会
と
北
海
道
と
の
間
に
こ
の
後
に
つ
な
が
る
関
係
性

が
構
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

北
海
道
で
最
後
の
土
器
文
化
で
あ
る
「
擦
文
文
化
期
」
は
、
８

世
紀
頃
か
ら
は
じ
ま
る
。「
擦
文
土
器
」
は
、
本
州
の
土は

じ師
器き

の
影
響
を
強
く
受
け
て
成
立
す
る
土
器

群
で
あ
る
。
生
活
様
式
も
同
様
に
影
響

を
受
け
、
こ
れ
ま
で
の
竪
穴
住
居
に
カ

マ
ド
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
と

く
に
、
擦
文
文
化
は
、
次
期
の
中
世
ア

イ
ヌ
文
化
に
直
接
影
響
し
た
文
化
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
文
化
は
狩
猟

漁
労
が
交
易
と
強
く
関
わ
る
が
、
擦
文

文
化
は
、
交
易
の
た
め
の
狩
猟
漁
労
に

傾
斜
し
た
と
考
え
ら
れ
、
本
州
社
会
か

ら
導
入
さ
れ
た
雑
穀
農
耕
も
行
う
よ
う

に
な
り
、
近
世
的
な
生
業
体
系
の
成
立

期
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
瀬
川
・
平
成
28
年
）。

　

擦
文
文
化
期
初
め
頃
の
石
狩
低
地
帯
で
は
、
東
北
北
部
の
系
統
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
墓
や
大
量
の
鉄
器
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
地
域
か
ら
の
人
々
の
移
住
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
海
沿
岸
の
河
口
付
近
で
は
、
数
百
に
も
お
よ
ぶ
竪
穴
建

物
跡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
日
本
海
交
易
の
拠
点
集
落
と
し
て
、
東
北
地
方
と
の
関

係
性
の
中
で
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
厚
真
町
の
内
陸
部
で
は
、

本
州
や
大
陸
の
産
物
が
発
見
さ
れ
、こ
れ
に
よ
り
わ
か
っ
て
き
た
太
平
洋
交
易
な
ど
、

擦
文
文
化
期
は
、
東
北
北
部
と
の
関
係
、
人
の
流
入
、
交
易
な
ど
、
北
海
道
と
本
州

の
有
力
豪
族
と
の
関
係
性
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
っ
た
時
代
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
多
数
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ア
イ
ヌ
民
族
の

生
活
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
た
め
、
前
時
期
で
あ
る
擦
文
文
化
の
遺
跡
が
あ
る
と

想
定
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
確
実
に
わ
か
っ
て
い
る
の
は
シ
ン
ノ
シ
ケ
ウ
ン
オ
カ

　

擦
文
文
化

擦文土器（シンノシケウンオカシペツ遺跡）

　

続
縄
文
文
化
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シ
ペ
ツ
遺
跡
で
の
土
器
片
１
点
の
み
で
あ
る
注
５
。
発
見
さ
れ
た
の
は
、
小
さ
な
沢

口
に
あ
る
低
地
の
微
高
地
で
あ
り
、
市
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
遺
跡
の
発
見
が
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
地
形
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
発
見
が
期
待
さ
れ
る
。

擦
文
文
化
か
ら
ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
移
行
は
、
考
古
学
的
な

生
活
様
式
の
変
化
と
い
う
点
で
、竪
穴
式
か
ら
平
地
式
へ
、

土
器
か
ら
鉄
器
へ
の
変
化
を
も
っ
て
、一
般
的
に
13
世
紀
の
初
め
頃
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
本
州
社
会
と
の
関
わ
り
の
度
合
い
に
よ
り
地
域
で
異
な
り
、
擦
文
文
化

期
か
ら
の
交
易
を
通
じ
た
東
北
北
部
の
豪
族
と
の
関
係
は
、
北
海
道
社
会
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
た
。
13
世
紀
頃
は
、
東
北
地
方
の
安
藤
氏
が
、
鎌
倉
幕
府
の
２
代

執
権
北
条
義
時
よ
り
代
官
と
し
て
蝦え

ぞ夷
管か
ん
れ
い領
（「
蝦
夷
沙
汰
代
官
職
」
と
も
い
う
。）

に
任
じ
ら
れ
、北
海
道
か
ら
サ
ハ
リ
ン
に
至
る
交
易
の
利
権
で
あ
る
「
蝦
夷
の
沙
汰
」

を
押
さ
え
て
い
た
。
ア
イ
ヌ
民
族
は
安
藤
氏
を
通
じ
て
、
ラ
ッ
コ
の
毛
皮
や
鷲
・
鷹

の
羽
、
昆
布
、
乾
鮭
な
ど
北
方
の
産
物
を
輸
出
し
、
鉄
器
や
漆
器
、
陶
器
な
ど
の
本

州
の
産
物
を
入
手
し
た
。
本
州
社
会
に
と
っ
て
ア
イ
ヌ
民
族
は
、
貴
重
な
北
方
の
産

物
を
入
手
す
る
た
め
に
は
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ア
イ
ヌ
社
会
に
と
っ
て

も
同
様
で
あ
り
、
儀
礼
に
は
本
州
の
産
物
が
用
い
ら
れ
、
経
済
的
な
道
具
が
精
神
世

界
に
関
わ
る
活
動
に
も
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
双
方
の
社
会
が
と
も
に
必
要
と
す

る
構
造
が
で
き
て
い
た
と
も
言
え
る
。
ア
イ
ヌ
民
族
の
交
易
活
動
の
範
囲
は
時
期
と

と
も
に
よ
り
北
方
へ
広
が
っ
て
い
き
、
13
〜
14
世
紀
に
か
け
て
、
サ
ハ
リ
ン
に
進
出

し
た
ア
イ
ヌ
民
族
は
モ
ン
ゴ
ル
・
元
朝
と
40
年
間
ほ
ど
戦
い
を
繰
り
返
し
て
い
た（
榎

森
・
平
成
23
年
）。
ア
イ
ヌ
社
会
に
と
っ
て
交
易
は
、
戦
争
と
い
う
手
段
を
と
っ
て

で
も
必
要
と
す
る
重
要
な
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

東
北
北
部
（
奥
羽
）
で
は
、
南
北
朝
騒
乱
以
来
の
安
藤
氏
と
南
部
氏
と
の
勢
力
争

い
が
起
こ
り
、
15
世
紀
頃
に
は
、
和
人
豪
族
に
よ
り
茂
別
館
を
は
じ
め
と
す
る
道
南

十
二
館
が
渡
島
半
島
南
部
に
建
て
ら
れ
た
（
図
表
１-

１-

３
）。

　

こ
の
時
期
に
ア
イ
ヌ
民
族
と
和
人
と
の
間
で
重
要
な
大
き
な
戦
争
が
勃
発
す
る
。

康
正
２
（
１
４
５
６
）
年
に
、
志し

の濃
里り

（
現
函
館
市
志
海
苔
町
）
で
、
注
文
の
小
刀

の
出
来
具
合
に
つ
い
て
ア
イ
ヌ
民
族
の
男
性
と
鍛
冶
屋
が
言
い
争
い
、
鍛
冶
屋
が
ア

イ
ヌ
民
族
の
男
性
を
殺
害
す
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
長
禄

元
（
１
４
５
７
）
年
５
月
に
渡
島
半
島
東
部
の
有
力
者
で
あ
る
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
率

い
る
軍
勢
が
、
志
濃
里
、
箱
館
、
中
野
、
脇わ
き
も
と本
、
穏お
ん
な
い内
、
覃お
よ
べ部
、
大
館
、
祢ね

ぼ

だ
保
田
、

原
口
、
比ひ
い
し石
の
10
館
を
攻
め
落
と
し
、
残
る
館
は
下
之
国
、
花
沢
の
み
と
な
っ
た
。

そ
の
と
き
、
花
沢
館
に
い
た
蠣か
き
ざ
き崎
氏
の
客
将
・
武
田
信
広
が
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
父
子
を

射
殺
し
収
め
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
戦
い
を
機
に
、
約
百
年
も
の
間
、
ア
イ
ヌ
民
族
と

　

中
世
ア
イ
ヌ
文
化

津軽半島

津軽海峡 下北半島

脇本館
中野館

志濃里館
箱館
茂別館

花沢館
比石館
原口館

祢保田館
大館

覃部館
穏内館

十三湊

渡島半島

江差

松前

函館

図表1-1-3　15世紀頃の和人拠点地である道南十二館
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和
人
、
ア
イ
ヌ
民
族
を
巻
き
込
ん
だ
和
人
の
戦
い
と
い
う
戦
乱
の
時
代
が
長
く
続
く

こ
と
に
な
っ
た
。
和
人
の
居
住
は
、
も
と
は
、
太
平
洋
側
は
「
陬む
か
わ川
」、
日
本
海
側

は
「
與よ

い

ち
依
地
」
ま
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
蝦
夷
地
南
端
部
へ
と
移
り
、
松
前
と
天

河
（
上
ノ
国
町
）
に
集
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

武
田
氏
は
そ
の
後
、
蠣
崎
氏
の
婿
養
子
（
妻
は
安
藤
氏
か
ら
の
養
女
）
と
な
り
、

家
督
を
相
続
し
、
道
南
を
実
質
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
イ
ヌ
の
首
長
に
交
易

の
利
益
を
分
配
す
る
こ
と
に
よ
り
戦
乱
が
終
結
し
、
蠣
崎
氏
の
交
易
独
占
が
可
能
と

な
り
、ア
イ
ヌ
民
族
と
和
人
の
居
住
地
を
区
別
し
た
支
配
体
制
が
確
立
し
た
（
川
上
・

平
成
28
年
）。

　

中
世
の
北
海
道
は
、
本
州
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
本
州
と
同
様
に
戦
乱
の
時

代
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
ア
イ
ヌ
民
族
対
和
人
と
い
う
対
立
構
造
が
あ
っ
た
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、武
田
氏
（
蠣
崎
氏
）
の
居
城
で
あ
っ
た
勝
山
館
（
松
前
町
）

な
ど
で
の
発
掘
調
査
で
は
、館
内
に
ア
イ
ヌ
民
族
自
製
の
道
具
や
シ
ロ
シ
（
所
有
印
）

付
き
の
道
具
な
ど
、
ま
た
和
人
の
墓
と
隣
り
合
っ
て
ア
イ
ヌ
民
族
の
墓
が
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
道
南
に
お
け
る
和
人
の
前
線
地
で
あ
る
館

内
に
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
（
松
崎
２
０
０
４
）、
単

純
な
対
立
構
造
だ
け
で
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
、
当
時
の
北
海
道
で

は
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
重
要
な
一
面
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
の
本
市
に
お
け
る
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
来
馬
チ
ャ
シ
が
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
と
し
て
登
載
さ
れ
て
い
る
が
、
同
包
蔵
地
は
幌
別
工
業
用
水
池
の
建
設
工

事
に
よ
り
ほ
ぼ
消
滅
し
、『
登
別
町
史
』に
お
い
て
概
要
が
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

構
築
時
期
な
ど
は
未
調
査
の
た
め
不
明
で
あ
る
。

注
１　

放
射
性
炭
素
年
代
測
定
は
、
大
気
中
に
存
在
す
る
放
射
性
同
位
体
で
あ
る
炭

素
14
が
一
定
で
あ
る
こ
と
を
元
に
、
動
植
物
の
死
後
、
そ
の
比
率
が
下
が
り

は
じ
め
る
こ
と
と
、
炭
素
14
の
半
減
期
を
利
用
し
た
年
代
測
定
方
法
の
１
つ

で
あ
る
。
し
か
し
、
大
気
中
の
炭
素
14
の
量
は
、
太
陽
磁
場
活
動
や
宇
宙
線

の
変
動
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
結
果
、
年
代
に
誤
差
が
生

じ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
を
補
正
す
る
た
め
に
、
年
代
の
わ
か
っ
て
い
る
樹

木
の
年
輪
な
ど
と
照
合
し
、
得
た
年
代
を
「
較
正
年
代
」
と
い
う
。
実
際
の

年
代
を
指
す
。

注
２　
『
登
別
町
史
』
Ｐ
72
の
「
23
、
鷲
別
遺
跡
」

注
３　

生
物
の
中
の
炭
素
、
窒
素
の
安
定
同
位
体
の
割
合
は
、
育
っ
た
環
境
や
食
物

の
同
位
体
比
を
反
映
し
て
わ
ず
か
に
変
化
す
る
。
こ
の
原
理
を
も
と
に
、
人

骨
な
ど
の
人
類
学
資
料
か
ら
得
ら
れ
る
同
位
体
比
を
分
析
し
、
食
生
活
の
傾

向
（
食
性
）
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

注
４　
『
登
別
町
史
』
Ｐ
73
の
「
24
、
川
上
」
遺
跡
。

注
５　
『
登
別
町
史
』（
Ｐ
70
）
で
自
衛
隊
裏
遺
跡
で
擦
文
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る

（
登
別
町
史
編
纂
委
員
会
編
・
昭
和
42
年
）
と
な
っ
て
い
る
が
現
状
で
は
確

認
で
き
な
い
た
め
、
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
し
て
は
登
載
さ
れ
て
い

な
い
。

　

参
考
文
献

・
長
沼
孝
・
越
田
賢
一
郎
・
榎
森
進
・
田
端
宏
・
池
田
貴
夫
・
三
浦
泰
之
『
新
版　

北
海
道
の
歴
史 

上
』
平
成
23
年

・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
新
弥
生
紀
行
ー
北
の
森
か
ら
南
の
海
へ
ー
』（
石
川

日
出
志「
コ
ラ
ム
７
）な
ぜ
東
北
地
方
に
北
海
道
の
土
器
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
か
」）

平
成
11
年

・
野
村
崇
・
宇
田
川
洋
縞
『
新
北
海
道
の
古
代
１　

旧
石
器
・
縄
文
文
化
』（
大
島
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直
行
「
縄
文
の
家
と
ム
ラ
そ
し
て
貝
塚
」）
平
成
13
年

・
北
海
道
史
研
究
協
議
会
編
『
北
海
道
史
事
典
』（
川
上
淳
「
前
近
世
の
概
観
」、
北

沢
実
「
北
海
道
最
初
の
人
類
」、
瀬
川
拓
郎
「
生
業
・
交
易
と
擦
文
文
化
」）
平
成

28
年

・
北
海
道
考
古
学
会
『
北
海
道
考
古
学 

46
』（
菅
野
修
広
「
北
海
道
登
別
市
川
上
Ａ

遺
跡
出
土
の
土
偶
に
つ
い
て
」）
平
成
22
年

・
北
海
道
考
古
学
会
『
２
０
１
８
年
度
北
海
道
考
古
学
会
研
究
大
会　

北
海
道
の
縄

文
人
の
登
場
』（
北
沢
実
「
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
早
期
に
か
け
て
の
遺
跡

か
ら
わ
か
る
人
類
の
環
境
適
応
力
」）
平
成
30
年

・
野
村
崇
・
宇
田
川
洋
編
『
新
北
海
道
の
古
代
１　

旧
石
器
・
縄
文
文
化
』（
添
田

雄
二
・
赤
松
守
雄
「
北
海
道
島
の
成
立
」）
平
成
13
年

・
谷
口
康
浩
『
入
門
縄
文
時
代
の
考
古
学
』
平
成
31
年

・
登
別
町
『
登
別
町
史
』
昭
和
42
年

・
登
別
市
教
育
委
員
会
『
札
内
台
地
の
縄
文
時
代
集
落
址　

北
海
道
登
別
市
千
歳
６

遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
昭
和
57
年

・
登
別
市
教
育
委
員
会
『
登
別
市 

富
岸
川
右
岸
遺
跡
』
平
成
20
年

・
㈶
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
社
台
１
遺
跡
・
虎
杖
浜
４
遺
跡
・
千
歳
４

遺
跡
・
富
岸
遺
跡
』
昭
和
56
年

・
㈶
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
千
歳
５
遺
跡
』
昭
和
58
年

・
㈶
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
登
別
市
千
歳
５
遺
跡
』
昭
和
60
年

・
㈶
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
川
上
Ｂ
遺
跡
』
昭
和
58
年

・
㈶
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
川
上
Ｂ
遺
跡
』
昭
和
60
年

・
㈶
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
川
上
Ｂ
遺
跡
Ｃ
地
区
』
昭
和
61
年

・
㈶
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
登
別
市　

亀
田
公
園
遺
跡
』
昭
和
62
年

・
野
村
崇
・
宇
田
川
洋
編
『
新
北
海
道
の
古
代
３　

擦
文
・
ア
イ
ヌ
文
化
』（
松
崎

水
穂
「
勝
山
館
跡
と
ア
イ
ヌ
」）
平
成
16
年

・
田
中
琢
・
佐
原
真
『
全
面
改
訂　

新
し
い
研
究
法
は
考
古
学
に
な
に
を
も
た
ら

し
た
か
』（
南
川
雅
男
「
炭
素
・
窒
素
同
位
体
に
基
づ
く
古
代
人
の
食
生
態
の
復

元
」）
平
成
10
年

・
室
蘭
大
谷
高
等
学
校
編
『
北
海
道
幌
別
郡
登
別
町
字
鷲
別　

鷲
別
遺
跡
調
査
概
要

（
第
一
次
調
査
）』
昭
和
35
年

・
室
蘭
大
谷
高
等
学
校
編
『
北
海
道
幌
別
郡
登
別
町　

鷲
別
遺
跡
調
査
概
要
（
第
二

次
調
査
）』
昭
和
36
年

第
２
節　

近
世
の
登
別

幌
別
郡
は
、
明
治
２
（
１
８
６
９
）
年
、「
蝦
夷
地
」
が
「
北

海
道
」
と
改
称
さ
れ
、
11
か
国
86
郡
が
お
か
れ
た
際
に
誕
生

し
た
、
現
在
の
登
別
市
と
ほ
ぼ
同
一
の
区
域
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
近
世
の
北
海
道
、
幌
別
郡
の
様
子
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

蝦
夷
地
に
お
け
る
近
世
の
成
立
は
、
渡
島
半
島
の
領
主
権
力
の
統
一
を
達
成
し
た

蠣か
き
ざ
き崎
氏（
後
に「
松
前
氏
」
と
な
る
。
以
後「
松
前
氏
」）
が
、当
知
行
権
を
豊
臣
秀
吉
、

次
い
で
徳
川
家
康
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
す
る
と
の
見
方
が
一
般
的
と
さ
れ

る
（
谷
本
・
平
成
28
年
） 

。
松
前
氏
に
よ
る
蝦
夷
地
支
配
は
、
文
禄
２
（
１
５
９
３
）

年
か
ら
文
化
４
（
１
８
０
７
）
年
３
月
ま
で
続
く
が
、
寛
政
11
（
１
７
９
９
）
年
１

月
か
ら
文
政
４
（
１
８
２
１
）
年
12
月
ま
で
の
間
（
第
一
次
幕
領
期
）
で
は
、
東
蝦

夷
地
か
ら
幕
府
の
直
轄
地
と
な
っ
て
い
っ
た
。
寛
政
11
年
１
月
、
幕
府
は
「
蝦
夷
地

　

幌
別
郡
と

　

北
海
道
の
近
世
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取
締
御
用
掛
」
を
置
き
、
同
年
８
月
ま
で
に
知
内
川
（
現
知
内
町
内
）
以
東
の
東
蝦

夷
地
を
直
轄
地
と
し
た
。
松
前
藩
に
は
、
こ
れ
ら
の
代
地
と
し
て
、
武
蔵
国
埼
玉
郡

久
喜
町
の
５
千
石
と
、
東
蝦
夷
地
収
入
金
の
一
部
を
支
給
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

米
が
取
れ
な
か
っ
た
松
前
藩
で
は
、
本
州
以
南
の
各
藩
の
よ
う
に
藩
士
に
土
地
を

与
え
、そ
こ
で
収
穫
さ
れ
た
米
を
収
入
と
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

道
内
各
地
の
海
岸
沿
い
に
住
む
ア
イ
ヌ
民
族
と
交
易
し
、
そ
の
利
益
を
収
入
と
す
る

「
商
場
知
行
制
」
が
採
ら
れ
た
。
本
来
は
、
商
場
を
割
り
当
て
ら
れ
た
藩
士
自
身
が

現
地
に
赴
き
、交
易
す
る
制
度
で
あ
っ
た
が
、徐
々
に
交
易
権
の
す
べ
て
を
商
人
（
い

わ
ゆ
る
「
場
所
請
負
人
」）
に
任
せ
、
そ
の
代
わ
り
に
藩
士
は
運
上
金
を
受
け
取
る

だ
け
の
立
場
と
な
る
「
場
所
請
負
制
」
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
第
一
次
幕
領
期
に
は
、
東
蝦
夷
地
各
場
所
の
場
所
請
負
人
を
廃
し
て
幕

府
に
よ
る
直
交
易
が
開
始
さ
れ
、
各
場
所
に
会
所
が
建
設
さ
れ
、
寛
政
11
年
11
月
に

は
、
南
部
・
津
軽
藩
に
蝦
夷
地
警
備
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
よ
り
南
部
藩
は
ネ
モ
ロ
、

ク
ナ
シ
リ
、
エ
ト
ロ
フ
に
、
津
軽
藩
は
サ
ハ
ラ
、
エ
ト
ロ
フ
に
勤
番
所
を
置
い
た
。

蝦
夷
地
取
締
御
用
掛
の
一
人
、
松
平
忠
明
が
蝦
夷
地
巡
検
に
際
し
て
残
し
た
絵
図
に

は
、
ホ
ロ
ベ
ツ
に
津
軽
藩
の
足
軽
勤
番
所
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
頃
、
伊

能
忠
敬
は
幕
命
に
よ
り
蝦
夷
地
の
測
量
を
開
始
し
て
お
り
、寛
政
12
年
６
月（
往
路
）、

９
月
（
帰
路
）
に
ホ
ロ
ベ
ツ
に
宿
泊
し
て
、
測
量
と
緯
度
経
度
の
測
量
を
行
っ
て
い

る
。
享
和
２
（
１
８
０
２
）
年
２
月
、
幕
府
は
、
東
蝦
夷
地
に
「
蝦
夷
奉
行
」（
同

年
５
月
に
「
箱
館
奉
行
」
と
改
称
）
を
設
置
し
、
同
年
７
月
に
東
蝦
夷
地
の
永
久
直

轄
化
を
行
っ
た
。

　

文
化
４
年
に
な
る
と
、
通
商
要
求
の
拒
否
に
対
す
る
報
復
の
危
険
性
の
高
ま
り
な

ど
、
ロ
シ
ア
と
の
対
抗
関
係
が
厳
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
幕
府
は
、
こ
れ
に
対
し
て

蝦
夷
地
、
特
に
そ
の
国
境
地
域
で
の
警
備
体
制
を
、
松
前
藩
に
ま
か
せ
て
お
く
こ
と

は
で
き
な
い
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
蝦
夷
地
の
直
轄
地
化
に
積
極
的
な
松
平
信
明

の
復
権
な
ど
も
あ
っ
て
、
西
蝦
夷
地
を
含
め
蝦
夷
地
全
域
が
幕
府
領
と
な
り
、
松
前

氏
は
陸
奥
国
伊
達
郡
梁
川
（
福
島
県
）
へ
転
封
さ
れ
た
。

　

第
一
次
幕
領
期
、
東
蝦
夷
地
に
お
い
て
場
所
請
負
人
を
廃
し
た
幕
府
で
あ
っ
た

が
、
資
金
的
な
厳
し
さ
か
ら
西
蝦
夷
地
、
カ
ラ
フ
ト
で
は
、
松
前
藩
採
用
の
場
所
請

負
人
に
よ
る
場
所
請
負
制
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
た
。
文
化
９
年
に
は
、
東
蝦
夷
地

で
も
場
所
請
負
制
が
復
活
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
商
人
へ
の
依
存
に
対
し
て
批
判
的

宗谷岬宗谷岬

西蝦夷地西蝦夷地

東蝦夷地東蝦夷地

松前地松前地

知床岬知床岬
クナシリクナシリ

ネムロネムロ
アッケシアッケシクシロクシロ

トカチトカチ

襟裳岬襟裳岬

ホロイズミホロイズミ
サマニサマニ

ユウフツユウフツ

札幌札幌

シオライシオライ
ホロベツホロベツ

ウスウス

箱館箱館

松前陣屋松前陣屋

ヤマコシナイヤマコシナイ

神威岬神威岬

北
蝦
夷
地

北
蝦
夷
地

（
カ
ラ
フ
ト
）

（
カ
ラ
フ
ト
）

図表1-1-4　近世北海道区域図

北海道史研究協議会編『北海道史事典』平成28年
204頁掲載地図を加工
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で
あ
っ
た
幕
府
も
、
エ
ト
ロ
フ
・
カ
ラ
フ
ト
を
含
む
、
全
蝦
夷
地
に
場
所
請
負
制
を

拡
大
さ
せ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
ロ
シ
ア
の
南
下
に
備
え
て
、
東
北
諸
藩
に
蝦
夷
地
警
備
の
た
め
の

出
兵
が
命
じ
ら
れ
た
。
文
化
４
年
に
は
南
部
・
津
軽
・
秋
田
・
庄
内
の
４
藩
が
出
兵

し
、
翌
５
年
に
は
仙
台
藩
と
会
津
藩
も
出
兵
し
た
。
こ
の
年
の
各
藩
の
配
備
は
、
仙

台
藩
が
箱
館
、
ク
ナ
シ
リ
、
エ
ト
ロ
フ
に
２
千
人
、
会
津
藩
が
松
前
、
シ
ャ
リ
、
カ

ラ
フ
ト
に
１
千
６
０
０
人
、
南
部
藩
が
サ
ワ
ラ
、
ホ
ロ
イ
ヅ
ミ
、
ネ
モ
ロ
に
２
５
０

人
、
津
軽
藩
が
ク
マ
イ
シ
、
マ
シ
ケ
、
ル
ル
モ
ッ
ペ
、
テ
シ
オ
に
１
５
０
人
で
あ
っ

た
が
、
文
化
６
年
に
は
東
蝦
夷
地
に
南
部
藩
、
西
蝦
夷
地
・
カ
ラ
フ
ト
に
津
軽
藩
と

い
う
警
備
体
制
が
と
ら
れ
た
（
田
端
・
平
成
23
年
）。

　

こ
の
後
、
ロ
シ
ア
と
の
緊
張
関
係
が
緩
和
し
た
こ
と
を
受
け
、
文
化
11
年
に
幕
府

は
南
部
、
津
軽
両
藩
に
対
し
て
、
箱
館
と
松
前
以
外
の
蝦
夷
地
か
ら
の
撤
兵
を
命
じ

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
南
部
藩
が
箱
館
詰
、
津
軽
藩
が
松
前
詰
と
な
っ
た
が
、
文
政
４

（
１
８
２
１
）
年
12
月
、
幕
府
は
松
前
藩
（
松
前
氏
）
に
蝦
夷
地
を
還
付
し
、
両
藩

は
完
全
に
撤
収
し
て
、
第
一
次
幕
領
期
は
終
了
し
た
。

　
「
日
米
和
親
条
約
」
を
結
ん
だ
嘉
永
７
・
安
政
元
（
１
８
５
４
）
年
、
幕
府
は
翌

年
の
箱
館
開
港
を
控
え
、
６
月
に
松
前
藩
か
ら
箱
館
と
箱
館
か
ら
５
、６
里
四
方
を

上
知
し
て
、
再
度
「
箱
館
奉
行
」
を
置
い
た
。
さ
ら
に
、
サ
ハ
リ
ン
島
を
め
ぐ
る
ロ

シ
ア
と
の
国
境
問
題
へ
の
危
惧
か
ら
、
安
政
２
年
２
月
に
は
、
松
前
藩
領
を
除
く
和

人
地
と
蝦
夷
地
全
域
を
直
轄
地
と
し
、箱
館
奉
行
の
管
轄
と
し
た（
第
二
次
幕
領
期
）。

松
前
藩
に
は
、
同
年
12
月
、
陸
奥
国
伊
達
郡
梁
川
、
出
羽
国
村
山
郡
東
根
（
山
形
県
）

に
計
３
万
石
の
領
地
が
与
え
ら
れ
る
な
ど
し
た
。

　

安
政
２
年
３
月
、
幕
府
は
、
津
軽
、
南
部
、
仙
台
、
秋
田
の
各
藩
に
蝦
夷
地
警
備

を
命
じ
、
翌
４
月
に
は
そ
の
場
所
割
り
を
指
示
し
、
ホ
ロ
ベ
ツ
・
エ
ト
モ
場
所
は
南

部
藩
の
警
備
地
と
な
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、
松
前
藩
、
津
軽
藩
、
南
部
藩
に
対
し
て
は
、

箱
館
表
及
び
幕
領
と
さ
れ
た
和
人
地
の
警
備
、
秋
田
藩
に
対
し
て
は
、
北
蝦
夷
地
の

警
備
を
命
じ
た
。
安
政
６
年
９
月
に
は
、
会
津
、
庄
内
両
藩
を
加
え
た
東
北
６
藩
に

「
蝦
夷
地
開
発
」
と
「
守
衛
」
を
命
じ
、
蝦
夷
地
を
分
割
し
て
領
地
を
与
え
、
警
衛

区
域
を
指
定
し
た
。
津
軽
藩
と
南
部
藩
に
は
、「
被
下
地
」
と
し
て｢

持
場｣

内
の

漁
場
が
与
え
ら
れ
、
仙
台
藩
、
秋
田
藩
、
会
津
藩
、
庄
内
藩
に
は
、
蝦
夷
地
内
の
い

く
つ
か
の
場
所
が
領
地
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
ホ
ロ
ベ
ツ
場
所
・
エ

ト
モ
場
所
周
辺
が
南
部
藩
へ
の｢

被
下
地｣

と
な
り
、
現
在
の
室
蘭
市
か
ら
函
館
市

辺
り
ま
で
の
噴
火
湾
一
帯
は
、
南
部
藩
の
警
備
地
と
な
っ
た
（
三
浦
・
平
成
23
年
）。

南
部
藩
は
、
万
延
元
（
１
８
６
０
）
年
３
月
に
、
箱
館
奉
行
所
に
お
い
て
、
領
地
引

渡
し
の
諸
書
類
を
受
取
っ
て
い
る
（
一
連
の
書
類
は
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
蔵
）。

　

第
二
次
幕
領
期
に
は
、
蝦
夷
地
開
拓
に
も
主
眼
が
置
か
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
幕

府
が
設
け
た
直
営
農
場
の
１
つ
、
長
万
部
の
「
御
手
作
場
」
に
移
住
し
た
の
が
、
後

に
登
別
温
泉
の
開
発
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
滝
本
金
蔵
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
安
政
５

年
に
ホ
ロ
ベ
ツ
場
所
内
の
オ
カ
シ
ベ
ツ
に
移
住
し
、
次
い
で
現
在
の
登
別
地
区
へ
と

移
転
し
、
人
馬
継
立
業
（
運
輸
業
）
な
ど
を
営
ん
だ
。

　

お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
形
で
蝦
夷
地
は
明
治
期
（
１
８
６
８
〜
）
を
迎
え
た
。
明

治
２
年
（
１
８
６
９
）
６
月
に
は
箱
館
戦
争
が
終
結
し
、
７
月
に
は
、
開
拓
使
が
設

置
さ
れ
、
名
称
も
「
北
海
道
」
と
な
る
な
ど
、「
蝦
夷
」
の
地
で
は
な
く
、
近
代
日

本
国
家
の
一
部
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

蝦
夷
地
に
は
法
制
上
の
近
世
村
落
が
結
ば
れ
る
こ
と
は
な

く
、
50
内
外
の
「
場
所
」
と
称
さ
れ
た
地
域
に
区
分
さ
れ
た

（
谷
本
・
平
成
23
年
）。
現
在
の
幌
別
町
１
丁
目
付
近
に
位
置
し
た
と
さ
れ
る
ホ
ロ
ベ

　

ホ
ロ
ベ
ツ
場
所
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ツ
場
所
も
そ
の
１
つ
で
あ
る
。

　

当
初
は
松
前
藩
家
臣
の
知
行
所
で
あ
っ
た
が
、
規
模
も
小
さ
く
、
い
つ
か
ら
定
め

ら
れ
た
の
か
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
知
行
主
や
請
負
人
を
先
行
研
究
か
ら
列
記
し
て

お
き
た
い
。

　

史
料
上
初
め
て
確
認
さ
れ
る
の
が
寛
文
９
（
１
６
６
９
）
年
で
、
エ
ト
モ
（
現
室

蘭
市
）
か
ら
ノ
ボ
リ
ベ
ツ
ま
で
松
前
藩
士
「
金
子
市
左
衛
門
商あ
き
な
い
ば場
」
で
あ
っ
た
ら
し

い
（｢

津
軽
一
統
志｣

）。

　

享
保
年
間
（
１
７
１
６
〜
１
７
３
６
）
に
は
、
松
前
藩
士
細
界
氏
の
世
襲
の

知
行
地
と
な
っ
た
よ
う
で
、
知
行
主
は
細
界
佐
源
太
、
天
明
年
間
（
１
７
８
１

〜
１
７
８
９
）
は
細
界
宗
左
衛
門
と
同
宗
治
郎
、
寛
政
年
間
（
１
７
８
９
〜

１
８
０
１
）
は
細
界
長
左
衛
門
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
間
、
場
所
請
負
人
が
ど
れ
ほ
ど
い
た
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
天
明
６
年

に
は
、場
所
請
負
人
と
し
て
函
館
の
笹
屋
与
右
衛
門
が
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

享
和
３
（
１
８
０
３
）
年
の
記
録
で
は
、
ホ
ロ
ベ
ツ
場
所
に
は
運
上
屋
１
軒
、
人
家

50
軒
、
漁
小
屋
２
軒
が
あ
り
、
馬
が
80
頭
余
り
備
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

ホ
ロ
ベ
ツ
場
所
を
含
む
東
蝦
夷
地
は
寛
政
11
年
に
幕
領
化
さ
れ
、
商
人
に
よ
る
場

所
経
営
を
問
題
視
す
る
幕
府
が
、
直
轄
経
営｢

直
じ
き
さ
ば
き捌
制｣

を
実
施
し
た
た
め
、
場

所
請
負
制
は
停
止
さ
れ
た
が
、
文
化
９
（
１
８
１
２
）
年
に
復
活
し
た
こ
と
は
前
項

で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

以
降
は
、
数
人
の
商
人
に
よ
っ
て
請
け
負
わ
れ
て
い
る
が
、
生
産
性
が
乏
し
か
っ

た
と
み
ら
れ
、
ホ
ロ
ベ
ツ
場
所
と
エ
ト
モ
場
所
間
に
境
界
線
は
設
け
ら
れ
ず
、
入
会

の
形
で
両
場
所
双
方
に
て
漁
を
し
て
い
た
よ
う
で
、
請
負
人
も
両
場
所
同
時
に
請
け

負
っ
て
い
る
例
が
度
々
見
受
け
ら
れ
る
。

　

特
に
、
江
戸
時
代
の
旅
行
記
等
で
名
前
が
出
て
く
る
の
は
、
天
保
９
（
１
８
３
８
）

年
か
ら
弘
化
元
（
１
８
４
４
）
年
ま
で
請
け
負
っ
た
、
近
江
商
人
の
恵
比
須
屋
（
岡

田
）
半
兵
衛
で
あ
る
。
こ
の
間
、
年
季
途
中
で
別
の
商
人
に
譲
渡
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
嘉
永
２
（
１
８
４
９
）
年
に
再
び
７
か
年
季
で
請
け
負
っ
て
い
る
。

　

蝦
夷
地
で
手
広
く
場
所
経
営
を
行
っ
て
い
た
岡
田
半
兵
衛
だ
っ
た
が
、
慶
応
２

（
１
８
６
６
）
年
に
は
ホ
ロ
ベ
ツ
場
所
の
経
営
が
手
詰
ま
り
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
慶
応
４
年
２
月
に
は
、
函
館
の
種
田
徳
之
丞
が
エ
ト
モ
場
所
と
合
わ
せ
て
明

治
２
年
か
ら
請
負
人
を
岡
田
半
兵
衛
か
ら
引
き
継
ぎ
た
い
旨
を
、
盛
岡
藩
の
函
館
留

守
居
所
に
願
い
出
て
認
め
ら
れ
て
い
る
（
中
村
正
勝
編
著
『
種
田
家
文
書　

種
田
金

十
郎
日
記
』
平
成
28
年
）。
同
年
５
月
の
別
の
願
書
に
よ
る
と
、
岡
田
半
兵
衛
は
ホ

ロ
ベ
ツ
・
エ
ト
モ
場
所
の
請
負
を
積
極
的
に
望
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
、
フ
ル
ヒ
ラ
・
オ
タ
ル
ナ
イ
場
所
の
付
属
と
し
て
請
け
負
っ
た
と
し
、
ホ
ロ
ベ
ツ
・

エ
ト
モ
場
所
は
「
元
来
難
場
所
」
で
現
在
に
至
る
も
「
産
物
御
不
足
之
土
地
」
で
請

負
を
仰
せ
つ
か
っ
た
者
も
、
と
か
く
「
闕
（
欠
）
算
勝
」
ち
に
な
り
「
損
分
相
嵩
」

む
場
所
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
前
掲
『
種
田
家
文
書　

種
田
金
十
郎
日
記
』）。

　

片
倉
家
が
幌
別
郡
の
支
配
を
命
じ
ら
れ
た
明
治
２
（
１
８
６
９
）
年
９
月
に
、
場

所
請
負
制
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
場
所
請
負
人
が
漁
業
生
産
は
も
と
よ
り
、
場
所
内
の

諸
権
限
を
統
一
的
に
掌
握
す
る
存
在
で
あ
っ
た
た
め
、
同
年
10
月
に
、
当
分
の
間
は
、

漁
場
持
の
名
称
で
存
続
さ
せ
る
こ
と
に
し
、
明
治
９
年
９
月
に
な
っ
て
移
住
や
独
立

営
業
の
障
害
に
な
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
完
全
に
廃
止
さ
れ
た
。

　

漁
場
持
制
が
存
続
し
続
け
た
の
は
、
旧
東
蝦
夷
地
や
増
毛
以
北
の
旧
西
蝦
夷
地
な

ど
、
定
住
漁
業
者
や
入
漁
者
が
少
な
く
、
か
つ
、
地
域
の
広
大
さ
に
比
較
し
て
、
相

対
的
に
生
産
力
の
低
い
地
域
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
も
漁
場
持
は
、
場
所
請

負
人
の
収
益
の
一
つ
で
あ
っ
た
場
所
内
の
漁
業
者
か
ら
二
八
役
金
を
取
得
す
る
権
利

は
な
く
、
か
え
っ
て
二
八
役
を
新
た
な
税
金
と
し
て
位
置
づ
け
た
現
物
の
海
産
税
を
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換
金
し
、
上
納
す
る
と
い
う
重
い
負
担
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
の
上
、
こ
の
時
期
に
は

ア
イ
ヌ
民
族
か
ら
の
過
度
の
搾
取
も
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
、
漁
場
持
の
地
位
も
、

地
域
の
生
産
力
が
発
展
す
れ
ば
、
罷
免
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
不
安
定
な
も
の
で

あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
函
館
市
・
平
成
２
年
）。

　

片
倉
家
の
移
住
者
の
第
１
陣
が
来
る
前
の
明
治
３
年
１
月
、
ホ
ロ
ベ
ツ
場
所
の
会

所
は
片
倉
家
が
種
田
か
ら
引
き
継
い
だ
。
片
倉
家
で
は
直
接
経
営
に
あ
た
る
の
で
は

な
く
、
永
住
人
の
東
海
林
栄
蔵
に
請
け
負
わ
せ
る
こ
と
と
し
、
会
所
取
扱
い
に
任
じ

て
い
る
が
、
10
月
に
は
幌
別
開
拓
役
所
の
直
営
と
な
っ
た
。

　

明
治
４
年
８
月
、
片
倉
家
は
幌
別
郡
の
支
配
を
罷
免
さ
れ
、
そ
の
際
に
場
所
の
経

営
で
所
持
し
て
い
た
物
品
全
て
を
開
拓
使
に
引
き
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
（
７
８
１
北

海
道
開
拓
資
料
８
、
白
石
市
図
書
館
）。

　

明
治
５
年
７
月
に
は
、
勇
払
場
所
の
漁
場
持
で
あ
っ
た
山
田
文
右
衛
門
が
漁
場
持

（
実
際
に
は
山
田
文
右
衛
門
は
幌
別
郡
に
は
お
ら
ず
山
田
新
兵
衛
が
代
理
）
と
な
っ

て
い
る
。
山
田
は
、
同
年
11
月
に
は
駅
処
（
駅
逓
）・
止
宿
所
に
お
け
る
漁
業
が
行

わ
れ
て
い
る
間
の
焚
火
用
と
し
て
、
字
ト
ン
ケ
シ
山
中
の
胆
振
幌
別
川
筋
で
薪
の
伐

採
許
可
を
幌
別
郡
の
開
拓
使
御
出
張
所
に
願
っ
た
り
、
明
治
６
年
１
月
に
は
室
蘭
港

内
字
シ
ク
チ
シ
沖
の
方
で
、「
春
中
出
稼
」
ぎ
を
行
う
た
め
、
鯡
に
し
ん

鰯い
わ
し

漁
場
１
か
所
の

地
所
割
を
室
蘭
郡
の
開
拓
使
出
張
所
に
願
い
出
た
り
す
る
な
ど
、
漁
場
持
の
動
き
を

窺
う
こ
と
が
で
き
る
（
幌
別
村
役
場
文
書
「
明
治
五
年
諸
願
留
」
登
別
市
郷
土
資
料

館
）。
明
治
７
年
の
記
録
で
は
、
山
田
文
右
衛
門
の
漁
場
で
漁
業
に
従
事
す
る
ア
イ

ヌ
民
族
の
各
人
が
持
つ
磯
船
ご
と
に
室
蘭
海
関
役
所
に
船
税
を
納
め
て
い
る
ほ
か

（
幌
別
村
役
場
文
書「
明
治
七
年
十
一
月
同
十
四
年
十
二
月
迄　

御
収
税
金
・
船
税
金
・

拝
借
金
・
建
家
代
価　

上
納
目
録
」
登
別
市
郷
土
資
料
館
）、
明
治
８
年
１
月
に
室

蘭
出
張
所
か
ら
幌
別
郡
戸
長
役
場
へ
の
戸
長
以
下
の
印
鑑
簿
編
成
に
関
す
る
達
書
の

中
で
、「
其
駅
逓
取
扱
人
之
儀
者
、
官
給
之
者
ニ
無
之
、
漁
場
持
山
田
文
右
衛
門
ヨ

リ
支
給
之
者
ニ
候
処
」（
幌
別
村
役
場
文
書｢

明
治
七
年
仝
八
年
分　

室
蘭
御
達
書｣

登
別
市
郷
土
資
料
館
）
と
あ
る
の
で
、
駅
逓
取
扱
人
と
い
う
あ
る
意
味
公
的
な
役
割

を
担
う
人
員
へ
の
給
与
も
幌
別
郡
で
は
漁
場
持
が
負
担
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
明

治
６
年
に
も
、
拝
借
金
の
返
納
に
つ
い
て
猶
予
を
求
め
る
な
ど
負
債
を
抱
え
、
明
治

８
年
４
月
に
漁
場
持
並
び
に
駅
逓
取
扱
人
の
辞
任
を
許
さ
れ
て
い
る
。
駅
逓
取
扱
人

の
後
任
に
は
、
片
倉
家
旧
家
臣
の
一
人
、
日
野
愛
憙
が
あ
た
っ
た
（
幌
別
村
役
場
文

書
「
明
治
七
年
、
仝
八
年
分　

室
蘭
御
達
書
」
登
別
市
郷
土
資
料
館
）。

　

こ
の
「
漁
場
持
」
は
、
明
治
９
年
９
月
に
制
度
と
し
て
は
な
く
な
っ
た
も
の
の
、

同
年
12
月
付
け
「
御
収
税
品
上
納
目
録
」
に
「
幌
別
郡
漁
場
持
」
と
し
て
小
杉
房
吉

の
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
名
称
は
し
ば
ら
く
残
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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